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1 はじめに

書籍のインターネット販売の最大手であるAmazon.com
では「書籍」の情報を人に与えるのに最適化されたシス
テムであるが，人と人のつながりを積極的に支援してお
らず，その中にはコミュニティは存在しない．また，ソー
シャルネットワークサービス（SNS)では「物」によるつ
ながりを重視していない．それらを踏まえて，本研究で
は，個人の「物」を的確に管理し，その情報を特定のグ
ループ間で共有することにより，グループ内での「物」の
貸し借りや参加者どうしの「物」に対する推薦やアドバ
イスなどの情報を交換し，最終的には，人と人のコミュニ
ケーションを活性化するWebシステム（PIMMS:Personal
Item Manegement and Mining System）を提案する．
今回提案するシステムは，簡単な手順で開設できるWeb

サイトキットを基本とし，人的あるいは物的な管理の負
担軽減を目指すようユーザビリティ向上の仕組みを取り
入れた「島」と，相互に接続された多くの島と島が自律
的に情報を共有あるいは流通させている分散データベー
スにより構成される．既存の技術で説明すると，blogと
SNSにWikipediaを融合させた新しいタイプのWebシ
ステムである．

2 概要
2.1 対象とする所有物

今回は書籍という所有物に注目して開発している．こ
れは，書籍は蔵書が増えるにつれて管理が困難になる代
表例であり，また，ISBNや Cコードなどの流通に対す
る管理体系がすでに構築されているからである．書籍以
外でも，CD・DVD，嗜好品などの他に，Webサイトや
個人出版物などのアイテムも視野に入れて設計している．

2.2 情報共有の仕組み

本システムでは，Webサイト（PIMMS）同士をXML-
RPCを用いて相互に通信させる．通信の形態としては，
図 1 のように，中心となるサイト（CPIMMS:Center-
PIMMS）に問い合わせ，データを取得したり，他の
PIMMS の情報を得て，直接データをやりとりする，ハ
イブリッド P2Pに似たような動作を行わせる．サイト間
で通信を行うメリットは以下のことが挙げられる．

• データを流通させることにより，入力の手間を省く
ことが可能になる．
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• サイトを個別にカスタマイズすることで，マシンリ
ソースや回線などの負担を低減．

• 事故やDoS攻撃などによるサービス停止やそれに伴
う個人情報の流出などのリスク低減．

図 1: サイト間通信

2.2.1 CPIMMSとその特徴

PIMMSネットワークの中心となる，CPIMMSの役割
は以下の通りである．

• PIMMSの情報を記録し，他のPIMMSに流通させる．

• 一意性が求められるような書誌情報などの基礎デー
タを記録し，流通させる．

• プロファイルに用いる特定の個人の統計情報をその
人が判別できない状態にして流通させる．

• 他の CPIMMSと同期を取る．

また，本システムでは以下の特徴がある．

• PIMMS同士の発見を容易にすることができる．

• データの一意性と発見を容易にすることができる．

• ユーザの個人情報の保護が可能になる．

• 不正なデータや悪質な PIMMSサイトをフィルタリ
ングすることが可能になる．

2.2.2 共有するデータとその特徴

共有するデータとしては，以下のようなものが存在する．

• 書誌情報など．複数のサイトで利用するデータは
CPIMMSで一元管理し，C/S型で共有する．
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• 書評などの公開データ．PIMMS同士で P2P的に伝
播していく．

• 統計・プロファイル用データ．CPIMMSを経由させ
て個人を特定しにくい状態にして P2P的に流通．

なお，上記のデータであってもユーザが共有するかし
ないかを選択し，データを共有させないように設定でき
る．また，著作権などの問題が発生するデータも共有を
行わず，個別の PIMMS内だけで使用する．

2.3 物理的な共有の実現

書籍の場合，グループで 1冊の書籍を共有したり，個
人的に貸し借りをすることがあり，その時，書籍がどこ
にあるのか，誰に貸したのかが曖昧になりやすい．また，
従来の SNSでは仮想世界の人と人のつながりを中心とし
ており，現実世界の「物」によるつながりを積極的に支援
していない．それらの踏まえ，本システムでは，現実世界
にある書籍を用いてコミュニケーションを活性化するた
めに，本システムは書籍の貸出や所在の確認，返却の要
請，友人や知人の蔵書からの書籍検索などの機能を持つ．

2.4 アイテムの推薦方式

新たな書籍などの情報を得るため，すでに登録されて
いる個人の利用履歴と書籍の基本データを用いて，推薦を
行う．推薦の手法としては以下の物を組み合わせて行う．

• アイテムのタイトルを形態素解析し，類似性の高い
アイテムを検索し，推薦する．

• 協調フィルタリングを用いて，似たユーザが所有し，
本人が所有していないアイテムの推薦を行う．

• 友人や知人の推薦する未所有のアイテムを推薦する．

3 実装
3.1 システム構成

本システムの基本機能は，PHP 5 系＆ PEAR（PHP
のライブラリ集）＆ Smarty（テンプレートエンジン）＋
MySQLで実装されており，推薦などの拡張機能を利用す
る場合，Linux環境や茶筌を必要とするモジュールがある．

図 2: サイト画面

3.2 機能分割と表示設定

サイトは機能モジュールを組み合わせて構成されてい
る．また，機能の追加・変更を容易にするよう各モジュー
ルは独立して動作するよう設計している．さらに，最新
のモジュール情報をCPIMMSから取得することで，最新
版の確認やインストールが行え，保守性も高い．

3.3 ユーザビリティの向上

ユーザのデータ入力を軽減することは利用者にとって
非常に重要である．これを実現するため，過去のデータ
やサイト間通信機能を利用して，AJAX技術によるイン
ターラクティブな入力の補完を可能としている. また，感
想やメモ書きなどの文章を入力する場合，HTMLなどの
書式でなく，Wiki書式に対応し，簡単にフォーマットさ
れた文章の入力を可能とした．さらに，サイト全体のユー
ザビリティを向上させるため，ユーザが各モジュールの
表示/非表示をカスタマイズできるようにした．

3.4 サイト間の通信方式

本研究で提案する分散システム (図 1)の各サイトの通
信方式について説明する．サイト間の通信は，C/S型の
場合，単純に PIMMSと CPIMMSが通信を行うことで
完結する．

P2P 型の場合は，CPIMMS に対して利用可能な
PIMMSの位置を問い合わせた後，該当する PIMMSと
通信してデータを取得する．統計データは一度 CPIMMS
にアップロードされた後，PIMMS間で相互に流通する．
P2P型で伝播するデータは，一定時間はキャッシュされた
後，削除される．キャッシュされたデータが更新された場
合，タイムスタンプを比較して最新のデータが自動的に
キャッシュされる．

4 おわりに
本研究では，「物」を介在させることによりコミュニケー

ションを活性化するWebシステムを提案した．現時点で
は，サイトキットとしてのフレームワークを使って基本
部分は開発済みである．
今後の課題は，詳細部分の実装と大規模化した場合の

性能評価および書籍以外のさまざまなアイテムへの適用
である．
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